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ナチス期ドイツの外国債務の増減
（1933 年 2 月末－ 1940 年 9 月末）＊
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　ナチス期のドイツの外国債務は 93.4 億 RM 減少した（表 1 参照）。そのうち，（1）債務の
満期日，償還日が 1 年以上の長期債務は 62.5 億 RM，それが 1 年以内の短期債務が 30.9 億




分けてみると，（2）対非銀行長期債務の減少が 49.2 億 RM と顕著であり，外国債務の総減




銀行長期債務も 13.3 億 RM 減少している。それに対して，（3）対非銀行短期債務は 3.6 億
＊：本稿は，2009 年度和歌山大学教職員海外派遣（長期）プログラムの支援により Bundesarchiv Berlin －




RM 増加しているが，増加の大半は後述するように 38 年 3 月以降の急増によるものであり，
その増加を除くと 37 年 2 月末までは他の債務と同様に減少傾向にあった。
1. 2　減少率








1932 年 2月 1933年 2月 1934年 2月 1935年 2月 1936 年 2月 1937年 2 月 1938 年 2月 1940年 9 月
構     成      比





（1）対銀行債務 8135 7038 4610 4469 4117 3244 2654 2257 37.6 24.1 
　①短期債務 6872 5514 3624 3562 3247 2573 2179 2065 29.5 22.0 
　②長期債務 1263 1524 986 907 870 671 475 192 8.1 2.0 
（2）対非銀行債務 12215 11681 9057 8405 8070 7279 7002 7118 62.4 75.9 
　①短期債務 3008 2940 2887 2873 2813 2555 2596 3299 15.7 35.2 
　②長期債務 9207 8740 6170 5532 5257 4725 4407 3819 46.7 40.7 
総     計 20350 18719 13667 12874 12187 10523 9656 9375 100.0 100.0 
　①短期債務 9880 8454 6512 6435 6060 5128 4775 5364 45.2 57.2 
　②長期債務 10470 10265 7156 6439 6126 5395 4882 4012 54.8 42.8 





（1）対銀行債務 －1097 －2428 －141 －352 －873 －590 －397 －4781 51.2 －67.9 
　①短期債務 －1358 －1890 －62 －315 －674 －394 －114 －3449 36.9 －62.5 
　②長期債務 261 －538 －79 －37 －199 －196 －283 －1332 14.3 －87.4 
（2）対非銀行債務 －534 －2624 －652 －335 －791 －277 116 －4563 48.8 －39.1 
　①短期債務 －68 －53 －14 －60 －258 41 703 359 －3.8 12.2 
　②長期債務 －467 －2570 －638 －275 －532 －318 －588 －4921 52.7 －56.3 
総     計 －1631 －5052 －793 －687 －1664 －867 －281 －9344 100.0 －49.9 
　①短期債務 －1426 －1942 －77 －375 －932 －353 589 －3090 33.1 －36.6 
　②長期債務 －205 －3109 －717 －313 －731 －513 －870 －6253 66.9 －60.9 
B 割　 合 － 54.1 8.5 7.4 17.8 9.3 3.0 100.0 
（出典） R2501/6753：Forderungen des Auslandes （Banken und Nichtsbanken） an die deutsche Wirtschaft nach dem Stand vom 29. 
Februar 1932. A.　R2501/6755：Die Deutsche Auslandsverschuldung Ende Februar 1933. A.Bl.9. R2501/6756：Die Deutsche 
Auslandsverschuldung Ende　Februar 1934.A.Bl.317. R2501/6757：Die Deutsche Auslandsverschuldung Ende Februar 1935. A. 
R2501/6758：Die Deutsche　Auslandsverschuldung Ende Februar 1936. A. R2501/6759：Die Deutsche Auslandsverschuldung Ende 
Februar 1937. A.　Die Deutsche Auslandsverschuldung Ende Februar 1938. A. Die Deutsche Auslandsverschuldung Ende September 
1940. B.　により作成。
（注） 各年の RM 建外国債務残高は，32 年 2 月 29 日，33 年 2 月 28 日，34 年 2 月 20 日，35 年 2 月 28 日，36 年 2 月 29 日，37 年
2 月 27 日，38 年 2 月 26 日，40 年 9 月 28 日の為替相場で RM に換算した残高である。構成比は 33 年 2 月末，40 年 9 月末
の総債務残高に占める各債務残高の割合。増減は対前年同月比で前年 3 月 1 日から同年 2 月末の増減である。ただし，40 年
9月末は 38年 3月 1日から 40年 9月末の増減である。増減額の合計は 33年 3月 1日から 40年 9月末の増減の合計である。






　年別の増減の推移をみると，（1）33 年 3 月 1 日－ 34 年 2 月末の 1 年間（以下では，前年
3月 1日から当該年の 2月末までを 1年間とみなす）の減少額は 50.5億 RM と極めて著しく，
ナチス期の総減少額の 5割超を占める。この 1年間には対非銀行長期債務と対銀行短期債務
の減少が著しく，両者の債務の減少がこの年の減少額の 9 割弱を占め，減少の大半をなす。
次いで，（2）減少が著しいのは 36 年 3 月以降の 1 年間で減少額は 16.6 億 RM に達し，ナチ
ス期の総減少額の 18% を占める。対銀行短期債務，対非銀行長期債務の減少が大半である
が，新たに対非銀行短期債務の減少が加わる。（3）他の 3年間は 7億 RM－8億 RM で推移し，
対銀行短期債務と対非銀行長期債務の減少が継続している。後述するように 38 年 3 月以降




極めて高いこと，（3）年別の増減では 33 年 3 月以降の 1 年間に減少が集中し，とりわけ対
非銀行長期債務と対銀行短期債務の減少が顕著であること，（4）その後も減少が継続してい
るが，対非銀行短期債務が増加に転じていること，が指摘できよう。総じて，ナチス期成立







　ナチス期初期の 33 年 2 月末時点の債務者の外国債務の構成についてはすでにみたように，
最大の債務者は外国総債務の約 50% を占める商工業であった。次いで銀行の約 26%，ライ
ヒの約 16%，邦等の 7%，ライヒスバンクの 3%，その他債務者の 4% であった 1）。まず最大
の債務者である商工業の債務がナチス期にどのように推移したのかをみておこう。
2. 1　商工業債務の減少
　商工業の外国債務は，33 年 2 月末の 82.6 億 RM から 40 年 9 月末の 34.2 億 RM に減少し，
減少額は 48.5 億 RM に達する（表 2 参照）。外国債務の総減少額 93.4 億 RM の 52% を占め，
1）　この点は，加藤國彦「ナチス初期ドイツの外国債務の実態関係－債務者･債務形態・債権国･債権者：



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































債券発行からなる対非銀行長期債務の減少が 24.8 億 RM と顕著であり，商工業の債務総減
少額の 51% を占める。また②外国債務の対非銀行長期債務の総減少額 45.6 億 RM のうち商
工業の対非銀行債務の減少が 5 割強を占め最大である。さらに（2）対銀行短期債務の減少
が著しく，①減少額は 11.3 億 RM に達し商工業の債務総減少額の 23% を占める。②対銀行
短期債務の総減少額 34.5 億 RM の 33% を占め，銀行に次いで減少額が大きい。（3）商工業
の債務減少では長期債務の減少が短期債務の減少を大きく上回っている。
　減少率をみると，（1）対銀行長期債務の減少率が 81%，対銀行短期債務が 70% と極めて
高い。（2）それに対して減少額が最大であった対非銀行長期債務では 64% と高いが，対非
銀行短期債務では 31% と高いとはいえない。減少率からみるかぎり，とりわけ対銀行債務
の減少が顕著であった。年別の推移をみると，（1）33 年 3 月以降 1 年間の減少が最も顕著
であり，対非銀行長期債務の減少が極めて著しい。その後減少額は縮小するが，とりわけ
36年 3月以降の対銀行債務の減少が加わり，減少額は再び増加した。
　商工業の債務形態をみると（表 3 参照），（1）商工業の債務総減少額は 48.5 億 RM であるが，
①債券の減少 20.6億 RM，諸貸付の減少 16.7 億 RM で，総減少額のそれぞれ 43%，35% で，
総減少額の 8 割弱を占める。次いで，②帳簿債務，ランブールの減少が総減少額のそれぞれ
7% 超を占める。商工業の債務減少は債券と諸貸付の減少であった。（2）減少率をみると，
①貿易金融にかかわるランブール債務の減少率が 80% 台と極めて高く，とりわけ真正 ･ 非
真正債務とも減少率は 80%－90% 台と著しく高い。②債券の減少率も 60% 台と高く，諸貸
付，HYP の減少率は 50% 台で，帳簿債務では 30% 台で高いとはいえない。商工業の減少率
は 59% で，他の債務者と比べる高いといえる。（3）年別の減少額をみると，① 33 年 3 月以
降の 1 年間の減少が顕著でありとりわけ債券の減少が著しく，債券減少額はこの 1 年間の総





　商工業に次ぐ債務者である銀行の外国債務は，33年 2月末の 49.1億 RM から 40 年 9月末
の 18.2億 RM に減少し，減少額は 30.9億 RM に達し，外国債務総減少額 93.4 億 RM の 33%
を占める（表 2 参照）。とりわけ（1）銀行の外国の銀行に対する対銀行短期債務の減少額
は 21.4 億 RM に達し，①銀行の総減少額の 69% を占め，②外国債務総減少額 93.4 億 RM の
23% を占め，③対銀行債務の総減少額 34.5 億 RM の 62% を占める。対銀行短期債務の減少





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































り短期債務の減少が特徴的である。年別の推移をみると，総減少額の 5 割強が 33 年 3 月以




減少が 16.7億 RM と最大で，次いで債券で 8.1 億 RM，現金前貸で 4.7億 RM の減少が続く。
他方で，その他債務とロロ債務がとりわけ 38 年 3 月以降急増している。なお，表 2 と表 3
の銀行の総減少額が大きく異なるのは 40 年 9 月末の債務残高が異なるからであるが，この
点については 3.7 で後述する。減少率をみると，ランブール債務で 86% ときわめて高く，
諸貸付，現金前貸，債券，HYP の長期債務でも 70% 台と高い。銀行の債務は長短債務を問








33 年 2 月末の 29.1 億 RM から 40 年 9 月末の 15.8 億 RM に減少し，減少額は 13.3 億 RM に
達し，外国債務の総減少額の 14% を占める（表 2 参照）。長期債務の減少は長期債務総減少
額の 23% を占め，商工業に次いで大きく減少した。減少率をみると，ライヒの債務減少が
46%，長期債務の減少率が 52% で，高いというわけではない。年別の推移をみると，33 年
3月以降の 1年間の減少が総減少の 7割を占め，とりわけ長期債務の減少が著しい。なお 40
年 9 月末ライヒの対銀行・対非銀行債務は邦等の債務を含む数値である。
　債務形態をみると（表 3 参照），（1）ライヒの減少額 13.3 億 RM のうち大半は債券の減少
11.6 億 RM と諸貸付であるリー・ヒギンソンからの国際的支援額の返済額 223 百万 RM で
ある。32 年 4 月 20 日，銀行団との延長協定により 33 年 11 月 10 日までに支払う協定を結
んだが，為替状況の悪化から一部履行されたのみで 191 百万 RM が短期債務として残った。
64 和歌山大学経済学会『研究年報』第16号（2012年）
（2）債券の減少率は 47% と過半以下であり，諸貸付の減少率は 56% である。（3）年別の推




　邦等の外国債務は 33 年 2 月末の 13.1 億 RM から 40 年 9 月末の 7.6 億 RM に減少し，減




年別の推移をみると，33 年 3 月以降の 1 年間の減少が総減少額の 78% を占め，この 1 年間
に集中している。とりわけ対非銀行長期債務の減少が著しい。
　債務形態の推移をみると（表 3 参照），減少額 5.5 億 RM のうち債券の減少 2.8 億 RM と
総減少額の過半超を占め最大であり，次いでその他債務 1.3 億 RM，諸貸付 0.7 億 RM が減
少し，それぞれ総減少額の 23%，13% を占める。減少率をみると，その他債務で 99% とき
わめて高く，諸貸付で 50% 台であるのに対して，38 年以降債券の増加から債券の減少率は
29% と高いとはいえない。年別の推移をみると，33 年 3 月以降 1 年間の著しい減少はこの




　ライヒスバンクの外国債務は，恐慌期の 31 年 6 月米英仏の中央銀行・BIS による国際的
な金融支援 100 百万 $（420 百万 RM）とアメリカの銀行によるライヒスバンクの姉妹銀行
であるドイツ金割引銀行への金融的な準備資金の供与からなる。この金融支援は返済に関す
る国際交渉が行われ一部の返済と支払延長がなされたが，外国の中央銀行からの国際的支援
額は 34 年 4 月に全てが返済された。債務形態は外国の中央銀行からの支援 362 百万 RM が
BIS の所在国スイスからの現金前貸，アメリカの銀行からの金割引銀行への支援 190 百万
RM が諸貸付に計上され，いずれも対銀行短期債務であった（表 2，表 3参照）。
2. 6　転換金庫債務の増減





なトランスファーを分離したといえよう。36 年 2 月末時点の転換金庫の債務には為替清算
協定国との精算勘定の債務が新たに加わった。37 年 5 月 27 日の外国に対する満期資本の規
制に関する法令により貨幣・資本取引の満期債務も転換金庫への RM 建支払が認可された。
　転換金庫の債務は 40 年 9 月末には（出典）資料には掲載されず不明であるが，34 年 2 月
末の 174 百万 RM から 38 年 2 月末の 816 百万 RM に達した（表 2 参照）。（1）36 年 2 月末
までの債務が増加した時期には対銀行短期債務の増加に対非銀行長期債務の増加が加わる。
（2）36 年 3 月以降の減少した時期には対非銀行長期債務が増加したのに対して，対銀行短
期債務は大きく減少している。
　債務形態をみると（表 3参照），現金前貸，債務者から転換金庫に RM で支払われた債務（転
換マルク）と精算勘定の債務が含まれているロロ債務，転換金庫が発行した外貨建の基金債
が含まれているその他債務である。（1）36 年 2 月末までの増加期には，①ロロ債務の増加
568 百万 RM が極めて顕著でありとりわけ「閉鎖債権」とされた債務の増加が著しい。②現
金前貸の債務も 239 百万 RM，その他債務も 102 百万 RM 増加している。（2）36 年 3 月以
降の減少期には，①現金前貸，ロロ債務が減少し，②その他債務は 200百万 RM 急増している。
①対銀行短期債務－ロロ債務（閉鎖債権）･ 現金前貸の増減，対非銀行長期債務－ロロ債務
（閉鎖債権）・その他債務の増加という対応関係がみられる。38 年 3 月以降の債務の減少は
40年 9月末の債務が資料には掲載されていないため，38 年 2 月末の残高をマイナスとした。
2. 7　その他債務者債務の増減
　以上の債務者以外からなるその他債務者の外国債務は，前述してきた各債務者の債務の
推移と大きく異なり債務は 38 年 3 月から 40 年 9 月末に 11.7 億 RM 増加し，ナチス期全体
として 10 億 RM 増加した（表 2 参照）。この時期になぜ債務が増加したのかについては 3. 7
で後述するが，（1）38 年 2 月末までの債務の推移をみると，その他債務者の債務は，各債
務者の債務が減少していた 33 年 3 月以降に増加し，その後減少に転じる。とりわけ対非銀
行長期債務の減少が著しい。（2）38 年 3 月以降 40 年 9 月末の間には対銀行短期債務，対非
銀行短期債務がそれぞれ 6億 RM 超近く急増している。
　表 2 で加算されていた 38 年以降の債務の急増は表 3 では銀行に加算されている。それを
踏まえ債務形態をみると（表 3 参照），（1）その他債務者の債務は 33 年 2 月末の 7.8 億 RM
から 40 年 9 月末の 5.1 億 RM に減少し，この間減少額は 2.7 億 RM に達する。そのうち諸
貸付と HYP の債務の減少が著しく，総減少額の 94% を占める。（2）減少率をみると，諸貸
付で 58% と高いが，HYP では 45% と高いとはいえない。（3）年別にみると，33 年 3 月以
降の増加はその他債務の増加であり，その後の減少はその他債務，諸貸付，HYP の減少に
66 和歌山大学経済学会『研究年報』第16号（2012年）
よる。34 年 3 月以降の増減は，対非銀行長期債務－貸付・その他債務の増減という対応関
係がみられる。　








現金前貸･諸貸付の減少であった。（5）転換金庫の債務では 38年 2 月末までは対銀行短期債
務－ロロ債務・現金前貸の増減，対非銀行短期・長期債務－ロロ債務・その他債務の急増で
あった。しかし，40 年 9 月末の債務は掲載されていないために，38 年 2 月末の債務残高を








　アメリカ債務は 33 年 2 月末の債務残高 77.3 億 RM から 40 年 9 月末の 25.1 億 RM に減少
し，（1）減少額は 52.2 億 RM に達し，外国債務総減少額 93.4 億 RM の 56% を占める（表 4
参照）。アメリカは債務が減少した最大の債権国である。とりわけ①非銀行長期債務と対銀
行短期債務の減少が顕著であり，両者の債務の減少がアメリカ債務の減少額 52.2 億 RM の
95% を占める。さらに②対非銀行長期債務の総減少額 49.2 億百万 RM の 63% がアメリカ債
務の減少であり，対銀行短期債務の総減少額34.5億RMの53%がアメリカ債務の減少である。
（2）減少率をみると，対銀行債務では短期･長期債務において 90% 超と極めて高く，対非銀
行長期債務でも 67% と高い。（3）年別にみると，① 33 年 3 月以降の 1 年間の減少額は 36.3
億 RM に達し，アメリカ債務総減少額 52.2 億百万 RM の 7 割がこの 1 年間に集中し，②こ
の 1 年間の総減少額 50.5億百万 RM の 7割超がアメリカの債務の減少であった。


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































①債券 4928 4594 2599 2301 2089 1973 1847 1607 －334 －1995 －298 －212 －116 －126 －240 －2987 57.2 －65.0 
② HYP 57 87 71 62 62 49 34 34 30 －16 －9 0 －13 －15 0 －53 1.0 －60.9 
③諸貸付 1403 1270 507 472 474 431 394 275 －133 －763 －35 2 －43 －37 －119 －995 19.1 －78.3 
④ランブール 1419 1297 536 347 288 237 179 84 －122 －761 －189 －59 －51 －58 －95 －1213 23.2 －93.5 
　（A）真正 － 678 283 208 161 129 86 20 － －395 －75 －47 －32 －43 －66 －658 12.6 －97.1 
　（B）非真正 － 619 253 139 127 108 93 64 － －366 －114 －12 －19 －15 －29 －555 10.6 －89.7 
⑤現金前貸 131 116 69 31 24 22 17 5 －15 －47 －38 －7 －2 －5 －12 －111 2.1 －95.7 
⑥帳簿債務 213 185 99 103 83 89 86 109 －28 －86 4 －20 6 －3 23 －76 1.5 －41.1 
⑦ロロ債務 35 50 156 170 282 271 223 158 15 106 14 112 －11 －48 －65 108 －2.1 216.0 
　（A）自由債権 － 11 28 7 5 5 6 3 － 17 －21 －2 0 1 －3 －8 0.2 －72.7 
　（B）閉鎖債権 － 39 128 163 278 266 217 155 － 89 35 115 －12 －49 －62 116 －2.2 297.4 
⑧引受・手形 37 32 4 1 1 0 0 － －5 －28 －3 0 －1 0 0 －32 0.6 －100.0 
⑨その他債務 169 102 66 56 27 25 118 241 －67 －36 －10 －29 －2 93 123 139 －2.7 136.3 





①債券 954 920 651 590 577 561 555 577 －34 －269 －61 －13 －16 －6 22 －343 42.5 －37.3 
② HYP 55 50 46 37 32 28 28 16 －5 －4 －9 －5 －4 0 －12 －34 4.2 －68.0 
③諸貸付 253 273 232 244 237 241 245 203 20 －41 12 －7 4 4 －42 －70 8.7 －25.6 
④ランブール 705 528 474 416 435 416 398 236 －177 －54 －58 19 －19 －18 －162 －292 36.2 －55.3 
　（A）真正 － 202 189 187 193 205 198 105 － －13 －2 6 12 －7 －93 －97 12.0 －48.0 
　（B）非真正 － 326 285 228 241 211 200 131 － －41 －57 13 －30 －11 －69 －195 24.2 －59.8 
⑤現金前貸 181 131 100 86 88 77 68 36 －50 －31 －14 2 －11 －9 －32 －95 11.8 －72.5 
⑥帳簿債務 101 94 93 109 57 54 50 38 －7 －1 16 －52 －3 －4 －12 －56 6.9 －59.6 
⑦ロロ債務 20 32 42 69 68 65 66 85 12 10 27 －1 －3 1 19 53 －6.6 165.6 
　（A）自由債権 － 7 6 5 5 3 3 2 － －1 －1 0 －2 0 －1 －5 0.6 －71.4 
　（B）閉鎖債権 － 25 36 63 62 62 63 83 － 11 27 －1 0 1 20 58 －7.2 232.0 
⑧引受・手形 39 23 22 4 1 2 6 － －16 －1 －18 －3 1 4 －6 －23 2.9 －100.0 
⑨その他債務 107 72 64 62 95 105 121 127 －35 －8 －2 33 10 16 6 55 －6.8 76.4 





①債券 1227 1216 918 874 824 721 713 681 －11 －298 －44 －50 －103 －8 －32 －535 32.9 －44.0 
② HYP 186 178 176 182 166 140 131 100 －8 －2 6 －16 －26 －9 －31 －78 4.8 －43.8 
③諸貸付 1296 1220 1092 1011 986 773 682 498 －76 －128 －81 －25 －213 －91 －184 －722 44.4 －59.2 
④ランブール 268 195 131 79 40 25 20 9 －73 －64 －52 －39 －15 －5 －11 －186 11.4 －95.4 
　（A）真正 － 90 70 39 22 14 12 0 － －20 －31 －17 －8 －2 －12 －90 5.5 －100.0 
　（B）非真正 － 106 62 40 19 10 8 9 － －44 －22 －21 －9 －2 1 －97 6.0 －91.5 
⑤現金前貸 121 92 71 115 124 58 35 3 －29 －21 44 9 －66 －23 －32 －89 5.5 －96.7 
⑥帳簿債務 244 247 264 209 120 88 79 52 3 17 －55 －89 －32 －9 －27 －195 12.0 －78.9 
⑦ロロ債務 76 108 104 154 167 162 139 116 32 －4 50 13 －5 －23 －23 8 －0.5 7.4 
　（A）自由債権 － 26 26 24 40 22 6 3 － 0 －2 16 －18 －16 －3 －23 1.4 －88.5 
　（B）閉鎖債権 － 83 79 129 127 139 133 113 － －4 50 －2 12 －6 －20 30 －1.8 36.1 
⑧引受・手形 29 17 16 13 2 0 0 － －12 －1 －3 －11 －2 0 0 －17 1.0 －100.0 
⑨その他債務 128 61 37 28 25 20 40 248 －67 －24 －9 －3 －5 20 208 187 －11.5 306.6 






①債券 470 511 484 468 453 306 303 348 41 －27 －16 －15 －147 －3 45 －163 9.1 －31.9 
② HYP 353 352 365 364 343 259 238 166 －1 13 －1 －21 －84 －21 －72 －186 10.3 －52.8 
③諸貸付 1054 1109 996 1004 987 692 539 468 55 －113 8 －17 －295 －153 －71 －641 35.7 －57.8 
④ランブール 243 200 172 136 59 14 9 4 －43 －28 －36 －77 －45 －5 －5 －196 10.9 －98.0 
　（A）真正 － 66 47 56 24 4 4 1 － －19 9 －32 －20 0 －3 －65 3.6 －98.5 
　（B）非真正 － 135 124 80 35 10 5 3 － －11 －44 －45 －25 －5 －2 －132 7.3 －97.8 
⑤現金前貸 664 535 121 111 89 47 21 5 －129 －414 －10 －22 －42 －26 －16 －530 29.5 －99.1 
⑥帳簿債務 113 90 91 81 66 51 41 35 －23 1 －10 －15 －15 －10 －6 －55 3.1 －61.1 
⑦ロロ債務 113 140 141 126 152 131 131 117 27 1 －15 26 －21 0 －14 －23 1.3 －16.4 
　（A）自由債権 － 22 24 20 6 3 6 4 － 2 －4 －14 －3 3 －2 －18 1.0 －81.8 
　（B）閉鎖債権 － 119 117 106 146 128 125 113 － －2 －11 40 －18 －3 －12 －6 0.3 －5.0 
⑧引受・手形 50 31 17 17 5 3 1 － －19 －14 0 －12 －2 －2 －1 －31 1.7 －100.0 
⑨その他債務 122 87 74 57 63 79 71 114 －35 －13 －17 6 16 －8 43 27 －1.5 31.0 





①債券 442 433 417 420 419 307 223 185 －9 －16 3 －1 －112 －84 －38 －248 47.1 －57.3 
② HYP 11 10 12 14 13 11 11 4 －1 2 2 －1 －2 0 －7 －6 1.1 －60.0 
③諸貸付 84 66 70 105 107 73 52 28 －18 4 35 2 －34 －21 －24 －38 7.2 －57.6 
④ランブール 170 125 88 51 22 9 4 2 －45 －37 －37 －29 －13 －5 －2 －123 23.3 －98.4 
　（A）真正 － 59 38 28 13 4 2 1 － －21 －10 －15 －9 －2 －1 －58 11.0 －98.3 
　（B）非真正 － 66 49 23 10 5 2 1 － －17 －26 －13 －5 －3 －1 －65 12.3 －98.5 
⑤現金前貸 69 59 39 119 79 35 2 0 －10 －20 80 －40 －44 －33 －2 －59 11.2 －100.0 
⑥帳簿債務 74 69 51 58 31 38 35 34 －5 －18 7 －27 7 －3 －1 －35 6.6 －50.7 
⑦ロロ債務 68 58 71 64 55 54 61 41 －10 13 －7 －9 －1 7 －20 －17 3.2 －29.3 
　（A）自由債権 － 11 14 8 5 2 6 1 － 3 －6 －3 －3 4 －5 －10 1.9 －90.9 
　（B）閉鎖債権 － 47 57 55 50 51 55 40 － 10 －2 －5 1 4 －15 －7 1.3 －14.9 
⑧引受・手形 12 7 5 6 1 1 0 － －5 －2 1 －5 0 －1 － －7 1.3 －100.0 
⑨その他債務 26 15 20 24 19 15 11 21 －11 5 4 －5 －4 －4 10 6 －1.1 40.0 





①債券 236 227 169 157 146 134 135 147 －9 －58 －12 －11 －12 1 12 －80 －12.6 －35.2 
② HYP 76 96 132 107 99 91 82 59 20 36 －25 －8 －8 －9 －23 －37 －5.8 －38.5 
③諸貸付 454 449 447 364 384 344 297 291 －5 －2 －83 20 －40 －47 －6 －158 －24.9 －35.2 
④ランブール 34 11 10 2 5 2 3 1 －23 －1 －8 3 －3 1 －2 －10 －1.6 －90.9 
　（A）真正 － 3 9 0 2 1 1 0 － 6 －9 2 －1 0 －1 －3 －0.5 －100.0 
　（B）非真正 － 6 2 2 1 2 2 1 － －4 0 －1 1 0 －1 －5 －0.8 －83.3 
⑤現金前貸 98 55 55 80 58 98 71 90 －43 0 25 －22 40 －27 19 35 5.5 63.6 
⑥帳簿債務 321 249 236 268 228 233 263 366 －72 －13 32 －40 5 30 103 117 18.5 47.0 
⑦ロロ債務 333 313 309 562 638 664 563 471 －20 －4 253 76 26 －101 －92 158 24.9 50.5 
　（A）自由債権 － 127 126 76 79 82 55 30 － －1 －50 3 3 －27 －25 －97 －15.3 －76.4 
　（B）閉鎖債権 － 184 182 487 559 584 508 441 － －2 305 72 25 －76 －67 257 40.5 139.7 
⑧引受・手形 65 44 42 23 21 11 27 － －21 －2 －19 －2 －10 16 －27 －44 －6.9 －100.0 
⑨その他債務 213 187 393 264 271 189 187 841 －26 206 －129 7 －82 －2 654 654 103.2 349.7 
合　　計 1830 1631 1793 1824 1850 1765 1629 2265 －199 162 31 26 －85 －136 636 634 100.0 38.9 
（出典） R2501/6753：Die Deutsche Auslandsverschuldung Ende Februar 1932. IB Bl.1Bl.2. Die Deutsche Auslandsverschuldung Ende Februar 1932 gegenüber ausländischen Banken. IB1.Bl.1Bl.2. Die 
Deutsche Auslandsverschuldung Ende Februar 1932 gegenüber ausländischen Nichtbanken. IB.2.Bl.1.Bl.2. 
　　　   R2501/6755：Die Deutsche Auslandsverschuldung Ende Februar 1933. E..Bl.23 Bl.25. Verpﬂichtungen gegenüber ausländischen Banken Ende Februar 1933. E.1. Bl.27.Bl.29. Verpﬂichtungen 
gegenüber ausländischen Nichtbanken Ende Februar 1933. E2. Bl.31. Bl.33. 
　　　   R2501/6756：Die Deutsche Auslandsverschuldung Ende Februar 1934. E.Bl..33１. Verpﬂichtungen gegenüber ausländischen Banken Ende Februar 1934. E １. Bl. 333. Verpﬂchtungen gegenüber 
ausländischen Nichtbanken Ende Februar 1934. E2. Bl. 335. 
　　　   R2501/6757：Die Deutsche Auslandsverschuldung Ende Februar 1935. E.. Verpﬂichtungen gegenüber ausländischen Banken Ende Februar 1935.E1. Verpﬂichtungen gegenüber ausländischen 
Nichtbanken Ende Februar 1935. E2. 
　　　   R2501/6758：Die Deutsche Auslandsverschuldung Ende Februar 1936. E..  Verpﬂichtungen gegenüber ausländischen Banken Ende Februar 1936 .E1. Verpﬂichtungen gegenüber ausländischen 
Nichtbanken Ende Februar 1936. E2. 
　　　   R2501/6759：Die Deutsche Auslandsverschuldung Ende Februar 1937. E.  Verpﬂichtungen gegenüber  ausländischen Banken Ende Februar 1937. E1. Verpﬂichtungen gegenüber ausländischen 
Nichtbanken Ende Februar 1937. E2. Die Deutsche Auslandsverschuldung Ende Februar 1938. E.  Verpﬂichtungen gegenüber ausländischen Banken Ende Februar 1938. E1. Verpﬂichtungen 
gegenüber ausländischen Nichtbanken Ende Februar 1938. E2.  Die Deutsche Auslandsverschuldung Ende September 1940. C. により作成
（注） 表 1，表 2，表 3，表 4 の（注）参照。総計は表 3 の総計参照。アメリカの諸貸付にはドイツ金割引銀行への支援額 210 百万 RM（32 年），190 百万 RM（33 年），リー･ヒギンソン
のライヒへの融資が 33 年 2 月末時点で返済予定額 96 百万 RM（短期債務），支払延長額 318 百万 RM（長期債務）として計上されている。スイスの現金前貸にはアメリカ，イギリ
ス，フランスの中央銀行と BIS からのライヒスバンクへの支援額 421百万 RM（32年），362百万 RM（33年）が含まれている。この表の総計は表 3の総計を参照。
　　  この表では 40年 9月末のその他国の債務が急増している点に留意する必要がある。
69ナチス期ドイツの外国債務の増減（1933年2月末－1940年9月末）




鎖債権」の増減である。さらに③その他債務では 37 年 3 月以降増加に転じている。（2）減
少率をみると，ランブール債務，現金前貸で 90% 超ときわめて高く，諸貸付で 70% 台，債







　オランダはアメリカに次ぐ第 2 位の債権国であるが，（1）オランダ債務は 33 年 2 月末の
債務残高 33.3億RMから 40年 9月末の 17.1億RMに減少し，減少額は 16.3億RMに達した（表
4 参照）。①減少額は外国債務総減少額 93.4 億 RM の 17% を占める。スイスに次ぐ第三位の
債務減少国である。②対非銀行長期債務の減少額 5.9 億 RM，対銀行短期債務の減少額 4.1
億 RM，対銀行長期債務の減少額 4.0 億 RM が顕著であり，オランダ債務減少の主要債務で
ある。（2）減少率をみると，対銀行長期債務で 83.5% ときわめて高いが，他の債務では減
少率は 40% 台で高いとはいえない。（3）年別にみると，33 年 3 月以降，36 年 3 月以降の 1
年間の減少が著しく，前者では対非銀行長期債務の減少，後者では対銀行短期債務の減少が
著しい。
　債務形態の減少をみると（表 5 参照），（1）諸貸付の減少額 7.2 億 RM，債券の減少額 5.4
億 RM が著しく，総減少額のそれぞれ 44%，33％を占める。次いで帳簿債務，ランブール
の減少が著しく，総債務のそれぞれ 12% を占める。38 年 3 月以降その他債務が増加してい
る。（2）減少率をみると，ランブールで 95%，現金前貸で 97% ときわめて高く，また帳簿
債務で 79%，諸貸付で 59% と過半を超えるが，債券，HYP では 40% 台で高いとはいえない。






　第 3 位の債権国スイス債務は 33 年 2 月末の債務残高 30.7 億 RM から 40 年 9 月末の 12.6
億 RM に減少し，減少額は 18.0 億 RM に達した（表 4 参照）。（1）減少額は外国債務総減少
額 93.4 億 RM の 19% を占め，アメリカに次ぐ第二位の減少国である。スイス債務の減少で
は，①対銀行短期債務の減少が最も顕著でスイス債務の減少の 62% を占め，また②対銀行
債務減少額 34.5億 RM の 32% を占め，アメリカの 53% に次ぐ債務の減少国である。（2）減
少率をみると，対銀行短期 ･ 長期債務において 80% 超ときわめて高いのに対して，対非銀
行長期債務では 40% 台と高いとはいえない。（3）年別の推移をみると，①スイス債務の減
少は 36年 3月以降の 1年間の減少額が 6.4億 RM と最も著しく，この 1年間の減少が最大で，
次いで② 33 年 3 月以降の 1 年間の 6.0 億 RM でこの 2 年間の減少が総減少額の 7 割弱を占
める。③前者では主に対銀行短期債務の減少が顕著であり，後者ではそれに対非銀行債務の
減少が加わる。
　債務形態をみると（表 5 参照），（1）減少額は諸貸付 6.4 億 RM，現金前貸 5.3 億 RM で総
減少額のそれぞれ 36%，30% を占め，次いでランブール，HYP，債券の減少が総減少額の
それぞれ 10% 前後占める。（2）減少率をみると，現金前貸，ランブールで 90% 超ときわめ
て高く，諸貸付，HYP で 50% 台，債券では 30% 台と高いとはいえない。（3）年別にみると，





　イギリス債務は，33 年 2 月末の債務残高 21.2 億 RM から 40 年 9 月末の 13.2 億 RM に減
少し，減少額は 8.1 億 RM に達し，外国債務総減少額 93.4億の 9% を占める（表 4参照）。（1）
対銀行短期債務と対非銀行長期債務の減少が総減少額のほぼ大半を占める。（2）減少率をみ
ると，対銀行短期債務で 55% であるが，対非銀行債務では 20－30% 台で高いとはいえない。
他債権国と比べイギリス債務の減少率は 38% と低い。（3）年別にみると，33 年 3 月以降の
1年間の減少が大きく，38年 3 月以降対銀行短期債務が減少し，他方で対非銀行短期債務が
増加している。
　債務形態の減少をみると（表 5 参照），（1）債券減少が 3.4 億 RM，ランブール減少が 2.9
億 RM で総減少額のそれぞれ 43%，36% を占め，この二つの債務形態の減少が最も大きく，
次いで諸貸付が 9%，現金前貸が 12%，帳簿債務が 7% を占める。他方でロロ債務の閉鎖債
権，その他債務が増加している。（2）減少率をみると，現金前貸で 70% 台と高く，帳簿債務，
ランブールで 50% 台であるのに対して，最も減少額が大きい債券では減少率が 30% 台，ま
71ナチス期ドイツの外国債務の増減（1933年2月末－1940年9月末）
た諸貸付では 20% 台と低い。（3）年別の推移をみると，33 年 3 月以降 1 年間の減少は債券





　フランス債務は，33 年 2 月末の債務残高 8.4 億 RM から 40 年 9 月末の 3.2 億 RM に減少
し，減少額は 5.3 億 RM に達した（表 4 参照）。（1）減少額は外国債務総減少額 93.4 億の約
6% を占める。債務の減少は対非銀行長期債務と対銀行短期債務で著しく，総減少額の 8 割
超を占める。（2）減少率をみると，対銀行債務で 90% 台超と極めて高く，また対非銀行長
期債務でもアメリカの 60% 台に次ぐ 57% と高い。フランスは賠償公債とりわけヤング公債
の引受国であり，短期債務のランブールの減少も著しい。（3）年別の推移をみると，36年 3
月以降の減少が著しく，対銀行短期の減少に対非銀行長期債務の減少が加わる。
　債務形態をみると（表 5 参照），（1）債券の減少額 2.5 億 RM，ランブールの減少額 1.2 億
RM で，総減少額のそれぞれ 47%，23% を占め，この二つの債務形態が減少の大半を占める。
次いで現金前貸が 11％，諸貸付・帳簿債務がそれぞれ 7% を占める。（2）減少率をみると，
国際的金融支援の完済で現金前貸で 100%，ランブール債務で 98% ときわめて高く，また債
券・諸貸付・帳簿債務でも 50% 台であり，減少率は 63% とアメリカに次いで高い債権国で




　その他国債務は 33 年 2 月末の 16.3 億 RM から 40 年 9 月末の 22.7 億 RM に達し，他の債
権国債務が急減しているのに対して 6.3 億 RM 増加した（表 4 参照）。38 年 3 月以降債務が
増加したからである。（1）37 年 2 月までは対非銀行債務と対銀行債務の増減が相殺するご
とく変動し，37 年 3 月以降対銀行 ･ 対非銀行債務が減少した。38 年 3 月以降長期債務が減
少する一方，とりわけ対銀行・対非銀行短期債務が急増した。（2）減少率をみると，対非銀




諸貸付，債券ともに 35% と高いとはいえない。（3）年別の推移をみると，33 年 3 月以降の
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1 年間にはその他債務が増加し，38 年 3 月以降その他債務と帳簿債務が急増している。総じ
て，38 年 2 月末までは対非銀行長期債務－債券・諸貸付の減少，対銀行短期債務－ロロ債
務の増加，38 年 3 月以降対銀行・対非銀行短期債務－その他債務の急増・ロロ債務の増加
という対応関係がみられる。
3. 7　38年 3月以降の債務の急増






メリカでも増加している。40 年 9 月末の銀行債務の急増は，その他債務の急増で，その債
権国はその他国，オランダ，アメリカであったいえるが，それは転換金庫のその他債務の増
加傾向，債務におけるロロ債務の割合の大きさという債務形態の推移に符合しているといえ
よう。転換金庫の債務は 40 年 9 月末には銀行ないしその他債務者の債務として処理された

















務残高は 33 年 2 月末の 79 億 RM から 40 年 9 月末の 35.5 億 RM と大きく減少し，減少額は
43.4億RMに達した（表 6参照）。①債券減少額が外国債務総減少額 93.4億RMの 47%を占め，
減少額が最も大きい債務形態であった。②債券には短期債務もあるが大半は満期償還 1年以
上の長期債務であり，債券保有の投資家を債権者とする対非銀行債務で減少の大半は対非銀
行長期債務であった。③債券減少額は対非銀行長期債務の総減少額 49.2 億 RM の 87% を占
める。対非銀行長期債務のうち債券減少が最大である。（2）減少率をみると，減少額が大き
いものの減少率は 55% であり，後述する他債務形態と比べてとりわけ高いとはいえない。（3）
年別の推移をみると，① 33 年 3 月以降の 1 年間の債券減少は 26.6 億 RM に達し，債券総減
少額の 6 割超，②この 1 年間の総減少額 50.5 億 RM の 53% を占め，この 1 年間の債券減少
が著しい。
　債権国と債務者の減少をみると（表 7 参照），（1）債券の総減少額 43.6 億 RM のうちアメ
リカの債務減少が29.9億RMで，総減少額の7割弱と最大で，次いでオランダの1割超である。
債券の最大の起債国アメリカに次いで大きいオランダ起債債券の減少が大きい。（2）減少率
ではアメリカの債券が 65% と極めて高く，フランス 57% を除く他債権国の減少率は高いと
はいえない。（3）債務者では商工業の減少額 20.6億RMで債券総減少額の 47%，次いでライヒ・
邦等の公的機関の 33%，銀行の 19% である。（4）減少率をみると，銀行，商工業の減少率
が 60－70％と高いのに対して，ライヒ・邦等の減少率は高いとはいえない。（5）年別の推
移をみると，①減少が顕著であった 33 年 3 月以降の 1 年間には，アメリカの債券減少額が
7 割強を占め，債務者では商工業が 44%，ライヒ･邦等の公的機関が 39% を占め，これらの
債務の減少が顕著である。② 35 年 3 月以降の 1 年間にはスイス・フランス・オランダの債
券の減少が著しく，債務者では商工業・ライヒ等の公的機関の債券の減少が著しい。
　総じて，33年 3月以降の急減は 33年・34 年のドル切下げの影響が大きかったといってよ
いが，その後の減少はドル切下げだけでは説明しきれない。前述した転換金庫への利払いと
ともに償還債券の RM での支払い，34 年以降の転換金庫による外貨建基金債の発行による





行 ･ 対非銀行債務である（表 6 参照）。（1）HYP の債務残高は 33 年 2 月末の 7.7 億 RM か
ら 40 年 9 月末の 3.8 億 RM に減少し，減少額は 3.9 億 RM に達する。① HYP の減少は外国
2）　この点についての詳細は，加藤國彦「ナチス初期ドイツの外国債務の構成－ 1932年 2月末，1933年 2
月末」Faculty of Economics Wakayama University ,Working paper Series （2012.2.29. 12－01） 参照。
←
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債務総減少額の 4% と高くはないが，長期債務の総減少額 62.4 億 RM の 9% を占め，対銀行
･ 対非銀行債務の長期債務の減少が著しく，②他方で対非銀行短期債務が増加している。（2）
減少率は対銀行長期債務，対非銀行長期債務で 79%，91% と極めて高く，長期債務の減少
が著しい。（3）年別にみると，長期債務の減少は 36 年 3 月以降に顕著であるのに対して，
短期債務が 38 年 2 月末にかけ増加し，長短債務の変動が相殺する関係にある。HYP の償還
期間が債券と比べて短期であることと関連している。
　債務者と債権国をみると（表 7 参照），（1）減少額 3.9 億 RM のうち商工業が総減少額の
68%，その他債務者が 22% を占める。（2）債権国ではスイスが総減少額の 47%，オランダ
が 20%，アメリカが 14% を占める。（3）減少率をみると，商工業，その他債務者で 53%，
45% と高くはないが銀行・邦等で 70% 台と高い。債権国ではスイス，オランダの減少率が





務で短期債務が長期債務を上回る債務である。諸貸付の債務は 33 年 2 月末の 43.9 億 RM か
ら 40 年 9 月末の 17.6 億 RM に減少し，減少額は 26.2 億 RM（うち短期債務 14.8 億 RM，長
期債務 11.5 億 RM）に達する（表 6 参照）。（1）債券に次いで大きく減少した債務形態で，
諸貸付の減少額は外国債務総減少額の 28% を占める。①対銀行債務減少額 47.8 億 RM のう
ち諸貸付の減少が 44% を占め，ランブール債務とともに二大債務形態である。②長期債務
の減少でも債券の減少には及ばないが減少が大きく，とりわけ対銀行長期債務の総減少額
13.3 億 RM のうち 66% を占め，最大の減少債務である。（2）減少率をみると，対非銀行債
務では 30% 台であるのに対して，対銀行短期 ･ 長期債務では 70－80% 台と極めて高く，諸
貸付の債務減少は対銀行短期･長期債務で著しい。（3）年別の推移をみると，33 年 3 月以降
の 1 年間の減少が著しいが，36 年 3 月以降も減少が継続し，いずれも対銀行の短期･長期債
務の減少である。
　債務者と債権者の減少をみると（表 7 参照），（1）総減少額 26.2 億 RM のうち商工業の減
少額が 64% を占め最大で，銀行の 18%，ライヒ，ライヒスバンクがそれぞれ 9%，7% を占
める。ライヒスバンク・ライヒの債務減少は前述した国際的支援額の返済による。（2）債権
国ではアメリカ債務の減少額 10.0 億 RM が総減少額の 38% と著しく，オランダの 27%，ス
イスの 24% である。アメリカの債務減少には国際的支援額の返済が含まれ減少額の過半超
を占める。（3）減少率はライヒスバンクで 100%，銀行の 78% ととりわけ高く，商工業の減
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減少率は 50% 台で高いとはいえない。（4）年別の推移をみると，33 年 3 月以降 1 年間の著
しい減少は国際的支援の返済によってある程度説明しえる。36 年 3 月以降の商工業－オラ
ンダ・スイス債務の減少，商工業－オランダ・スイス債務減少という対応関係がみられる。
総じて，ライヒ・ライヒスバンクへの国際的支援の返済－アメリカ債務減少を除くと，ドイ






は 33 年 2 月末の 23.6 億 RM から 40 年 9 月末の 3.4 億 RM に減少し，減少額は 20.2 億 RM
に達し，外国債務総減少額の 2 割超を占める（表 6 参照）。①諸貸付の対銀行債務の減少額
21.0 億 RM とほぼ同額額の減少で，対銀行総債務の減少額 47.8 億 RM の 42% を占める。ま
た②対銀行短期債務の総減少額 34.5 億 RM の 55% を占めとりわけ対銀行短期債務減少の最
大の債務形態である。（2）減少額が極めて著しいだけでなく，減少率も 86% と極めて高い。
（3）年別の推移をみると，33 年 3 月末以降 1 年間の減少が顕著であり，その後も減少が継
続している。
　債務国と債権国の減少をみると（表 7 参照），（1）債務減少額 20.2 億 RM のうち銀行の債
務減少が総減少額の 83%，商工業が 17% を占める。（2）債権国ではアメリカが 12.1 億 RM
で総減少額の 60% を占め，イギリスが 15%，スイス 10%，オランダ 9%，フランスが 6% を
占める。（3）ランブール債務には，実際の輸出入に伴う真正ランブールと輸出入を伴わない
融通債務である非真正ランブールがあり，非真正債務の減少額 10.5 億 RM が真正債務の減
少額 9.7 億 RM を上回る。①アメリカ債務では真正債務の減少が上回り，②イギリス・スイ
ス債務では非真正の債務が上回る。③銀行債務では非真正の債務の減少が上回り，商工業
債務では真正債務の減少が上回った。（4）減少率をみると，①イギリスの減少率が 55% で，









銀行と BIS からの国際的金融支援が含まれ，33 年 2 月末時点の債務の 37% が国際的金融支
援による対銀行短期債務である。さらに 35 年 2 月末時点には転換金庫の現金前貸の債務額
235百万 RM が加わる。（1）現金前貸の債務は 33年 2月末の 9.9億 RM から 40年 9月末の 1.4
億 RM に減少し，減少額は 8.5 億万 RM に達した（表 6 参照）。①減少額は外国債務総減少
額の 9% を占める。また②対銀行短期債務の減少額 34.5 億 RM の 23% を占め，諸貸付，ラ
ンブールに次いで大きく減少した債務形態である。③減少額 8.5 億 RM のうち 3.6 億 RM が
ライヒスバンクへの国際的支援額の 33 年 4 月の完済によるが，33 年 3 月からの 1 年間の減
少額の 68% を占める。（2）減少率もこの完済により 80% 超と高い。（3）33 年 3 月以降大き




国際的支援額 361 百万 RM が 33 年 4 月に完済されたからである。②転換金庫の現金前貸債
務は 34 年 3 月以降の 239 百万の増加と，その後の 236 百万 RM の減少である。（2）債権国
をみると，スイス債務の減少が 5.3 億 RM と著しいが，スイスに計上されていた国際的支援
額の返済 362 百万 RM を除くとスイスの減少額は縮小し，アメリカ・オランダ・イギリス
債務の減少にその他国の増減が加わる。（3）減少率はいずれも極めて高い。（4）年別にみると，





務は 33 年 2 月末の 9.3 億 RM から 40 年 9 月末の 6.3 億 RM に減少し，減少額は 3.0 億 RM
に達した。①減少額は外国債務総減少額の 3% を占め，②対非銀行債務の総減少額 45.6 億
RM の 7% 弱を占める。（2）減少率は 32% で高いとはいえない。債務の減少は 35 年 3 月以
降に大きく減少した後，38年 3月以降債務が増加している。
　債務者と債権者の減少をみると（表 7 参照），（1）総減少額 3.0 億 RM のうちオランダ債
務の減少が 65% を占め最大であり，次いでアメリカ債務の減少が続くが，その他国債務が
38 年 3 月以降急増している。（2）減少率はオランダ債務の減少率が 79% と高いが，アメリ
カの減少率は 41% と高いとはいえない。（3）年別にみると，33 年 3 月以降アメリカ債務が
80 和歌山大学経済学会『研究年報』第16号（2012年）





ロロ債務は 33 年 2 月末の 7.0 億 RM から 40 年 9 月末の 9.9 億 RM に増加し，増加額は 2.9
億 RM に達する。増加の大半が対銀行・対非銀行短期債務の増加である（表 6 参照）。（2）
対銀行・対非銀行短期債務が 36 年 2 月末まで増加し，36 年 3 月以降対銀行短期債務減少す
る一方で，対非銀行短期債務は増加傾向にある。（3）年別にみると，33 年 3 月以降の 3 年
間の増加が顕著であり，36年 3月以降減少に転じた。
　債務者と債権者の増減をみると（表 7 参照），33 年 2 月時点では債務者は唯一銀行であっ
たが，33 年 6 月に設立された転換金庫が債務者として新たに加わる。（1）銀行の債務は増
減を繰り返すが，38 年 3 月以降の増加が著しく，基本的には自由債権の減少と閉鎖債券の
増加である。（2） 転換金庫の債務は 36年 2月末までの閉鎖債権の増加と，37 年 3 月以降の
閉鎖債権の減少である。38 年 3 月以降の増減は 38 年 2 月末の債務残高を減少額として処理
したために，全体として増減はプラスマイナスゼロである。（3）債権国は主要にはその他諸







権国とする対銀行 ･ 対非銀行の短期債務である（表 6 参照）。40 年 9 月末時点の引受 ･ 手形
の債務残高は表 6，表 7の「出典」には記載がなく，38年 2月末までの増減額をみると減少
額は 154 百万 RM である。減少の大半は対銀行短期債務，対非銀行短期債務の減少である。
年別にみると，33 年 3 月以降の 2 年間の減少が著しく，40 年 9 月時点の債務残高がゼロで
あるとすれば減少率は 100% である。債務者では商工業 ･ 邦等債務の減少が著しく，債権国




からなる債務である。その他債務の債務残高は 33年 2月末の 5.2億 RM から 40年 9月末の
15.9億 RM に増加し，増加額は 10.7億 RM に達する（表 6参照）。増加は 38年 3月以降の債
務急増によるもので，38年 2月末までと 38年 3月以降に分けて考察する。（1）38年 2月末
までは，対銀行短期債務が減少する一方，他方対非銀行長期債務が増加し，増加額が減少額
を若干上回った。それに対して，（2）38年 3月以降では非銀行長期債務が減少する一方で，
対銀行・対非銀行短期債務が著しく増加し，増加額は 10億 RM 超に達した。この増加につ
いてはすでに述べた。
　債務者と債権国をみると（表 7 参照），その他債務はその他債務者を最大の債務者，その














率をみると，短期債務である引受・手形債務で 100%，ランブール，現金前貸で 80% 台と極
めて高く，諸貸付で 60%，債券，HYP で 50% 超に達する一方で，ロロ債務・帳簿債務の減













みることにする。表 8 は 33 年 3 月以降 40 年 9 月末までの債務者と債権国の債務の増減を示
したものである。（A）33 年 3 月－ 35 年 2 月末のアメリカ債務が大きく減少した時期，（B）
35年 3月－ 38年 2月までのオランダ・スイス・フランス債務の減少が相対的に著しい時期，
（C）38年 3月－ 40年 9月末の債務の増減した時期に分けてみることにする。






















れらの債務者－債権国の債務の減少が総減少額 93.4 億 RM の 87% を占めていた。他方で 38
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　債券債務の減少額は 43.6 億 RM であったが， 債務者の商工業とライヒ・邦等の公的機関
－債権国のアメリカ債務・オランダ債務の減少との対応関係に尽きるといってよい。しかし，
年別にみるとやや異なり，① 33 年 3 月以降の 1 年間には商工業･公的機関－アメリカ債務の
減少との著しい対応関係がみられる（表 7参照）。② 34年 3月以降債務の減少した 2年間には，
債務者として銀行が加わり同様の対応関係がみられた。③ 36 年 3 月以降減少が増加した 1
年間には，商工業 ･ 公的機関－スイス ･ フランス ･ オランダそしてアメリカ債務の減少との
対応関係がみられた。（3）37 年 3 月－ 40 年 9 月末の債務が減少した時期には，債務者の商
工業 ･ 公的機関－債権国のアメリカ・フランス債務の減少の対応関係がみられ，他方債務者
の邦等－債権国のスイス ･ イギリス債務の増加という対応関係がみられた（表 5，表 7参照）。
ナチス期の債券増減の総体は表 9 に示すとおり，債券減少は対非銀行長期債務の減少であり，
商工業 ･ 公的機関そして銀行－債権国アメリカ債務 ･ オランダ債務の減少という対応関係が
みられる。
　ナチス初期のアメリカ債務の急減は 33 年・34 年におけるドル切下げの影響が大きいとい









　外国からの諸貸付による債務は，33 年 2 月末時点には対銀行債務が債務の 6 割強，対非
銀行債務が 4 割弱，短期債務が 6 割強，長期債務が 4 割弱からなる債務である。債務者は債
務の 7割弱を占める商工業，ライヒ，銀行がそれぞれ 1割弱そしてライヒスバンクが 4% で，
債権国はアメリカ，オランダが債務のそれぞれ 3 割弱，スイスが 25% を占める債務である。
　38 年 3 月以降の債務の増減の対銀行･対非銀行債務の内訳がえられなかったので，便宜的
85ナチス期ドイツの外国債務の増減（1933年2月末－1940年9月末）
に 38 年 2 月末までの増減（B），38 年 3 月以降の増減（C）に分けて表示した（表 9 参照）。
諸貸付による債務の減少は対銀行債務の減少が顕著である。債務者では商工業の債務減少が
顕著で次いで銀行・ライヒ・ライヒスバンクが続く。③債権国では主にアメリカ・オラン




の対非銀行債務の減少という対応関係がみられた。（2）36 年 3 月以降 38 年 2 月までは商工
業の債務の減少が著しく，商工業－スイス・オランダの対銀行債務 ･ 対非銀行債務の減少と







　貿易金融にかかわるランブール債務は，33 年 2 月末時点では総債務の 8 割強の銀行，2 割
弱の商工業を債務者，総債務の 55% のアメリカ，22% のイギリスを債権国とする対銀行短
期債務である。ランブール債務の減少額は 20.2 億 RM に達する。（1）債務者では，銀行債
務の減少が総減少額の 83% を占め，商工業債務の減少が 17% を占める。債権国では，アメ
リカ債務の減少が総減少額の 60%，イギリス債務が 15%，スイス債務が 10%，オランダ債
務が 9%，フランス債務が 6% を占める（表 9 参照）。（2）年別の推移をみると，①債務の減
少が著しい 33 年 3 月－ 35 年 2 月末，再度減少が大きくなった 38 年 3 月以降には銀行債務
の減少割合が 80% 台と高まり，債権国ではアメリカ ･ イギリス債務の減少割合が 70% 台に
高まる。それに対して，②債務の減少が縮小した 35 年 3 月－ 38 年 2 月には銀行債務の減少

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（1）33 年 4 月ライヒスバンクへの国際的支援額 362 百万 RM が返済され，債権国スイスの
短期債務が大きく減少した。（2）転換金庫の債務は 38 年 3 月以降の債務は減少として処理
し，増減はプラスマイナスゼロとした（表 9参照）。転換金庫の債務は 36 年 2 月末まで増加
し，36 年 3 月以降 38 年 2 月末まで減少したが，債務の増加額が減少額を上回った。増加期
にはフランス・オランダ・アメリカ・その他国の対銀行短期債務の増加，減少期にはオラン
ダ・スイス・フランスの債務減少という対応関係にあったが，とりわけその他国債務の増加
が著しい。（3）銀行の債務は 33 年 3月以降の 1年間に 228百万 RM と大きく減少した後も，






国の商工業の企業等が債権者である。（1）帳簿債務の減少額は 3 億 RM に達し，①オラン
ダの債務の減少が 2 億 RM と，総減少額の 6 割強を占め，②アメリカ，イギリス，スイス
の債務の減少が続き，その他国の債務はとりわけ 38 年 3 月以降増加している。33 年 3 月以
降の商工業－アメリカの非銀行短期債務の減少，34 年 3 月以降の商工業－主としてオラン




銀行，対非銀行の長期 ･ 短期債務からなる債務である。33 年 2 月末には債務者は銀行のみ
であったが，34 年 2 月末時点に転換金庫が加わる（表 3 参照）。転換金庫のロロ債務は債務
者の転換金庫への RM での支払いと清算勘定の債務からなるといえる。債権国はその他国，
アメリカにスイス・オランダ・イギリス・フランスが加わる。








　年別の推移をみると，①転換金庫の債務増加（33 年 3 月－ 36 年 2 月末）はその他国 ･ ア
メリカの対銀行短期債務の増加という対応関係がみられ，その他国との精算勘定の増加そし
てアメリカ債務の転換金庫への RM 支払の増加といえるかもしれない。②銀行の債務増加
（35年 3月－ 37年 2月末）はその他国の対非銀行短期債務の増加という対応関係がみられる。
その他国の銀行以外の商工業の債務が増加したといえる。③転換金庫の債務減少（36 年 3
月－ 38 年 2 月末），銀行の債務減少（37 年 3 月－ 38 年 2 月末）は，その他国・アメリカの
対銀行短期債務の減少という対応関係がみられる（表 7参照）。
　38 年 3 月以降の債務の増減は，転換金庫の債務の減少と銀行の債務の増加である（表 9
参照）。①転換金庫の債務の減少は 40 年 9 月末の債務が記載されていないから 38 年 2 月時
点の債務残高を減少としたことによる。②銀行のロロ債務の増加は，表 3 の 40 年 9 月末の
銀行に加算された債務におけるロロ債務の増加額 2.4億 RM に対応する。すでにみたように，
債務形態はその他債務とロロ債務の増加であったが，それは 40 年 9 月末に（出典）では表
示されなかった転換金庫のロロ債務の増加とみなしてよい。③ロロ債務の 4.4 億 RM の減少






　HYP の債務者は主に商工業とその他債務者で，商工業が HYP 債務の 6 割強，その他債務
者が 25% を占める。債権国はスイスが総債務の 4 割強，オランダが 2 割強で両国が 7 割近
くを占める債権国である。債務のうち対非銀行債務が 6割弱，対銀行債務 4割強を占め，い
ずれも長期債務が大半の債務である。33 年 3 月以降の HYP の減少額 394 百万 RM のうち，
商工業の債務減少が 68%，スイスの債務減少が 5 割弱，オランダが 2 割を占め両国が 7 割









　引受・手形債務は 40 年 9 月末時点の債務残高が出典資料には掲載されていないが，それ
以前の推移からみるとほぼゼロに近いといえよう。債務者は商工業・邦等，債権国はその他





　以上の債務形態以外の債務からなる「その他債務」の 33 年 2 月末時点での債務者はその
他債務者が総債務の 3 割強，銀行，邦等，商工業がそれぞれ 2割強を占め，債権国ではその
他国が総債務の 3 割強，アメリカ，スイスがそれぞれ 2割弱，イギリス，オランダがそれぞ
れ 1 割強を占め，対銀行短期債務，対非銀行短期債務がほぼ同比率の債務からなる。
　その他債務の増減は 38 年 2 月末までと 38 年 3 月以降にわけてみると（表 9 参照），（1）
38 年 2 月末までは転換金庫 ･ その他債務者の債務の増加と邦等 ･ 商工業 ･ 銀行債務の減少
が著しい。①転換金庫 ･その他債務者では対非銀行長期債務の増加が著しく，邦等 ･ 銀行で
は対銀行短期債務の減少が，また商工業では対銀行・対非銀行短期債務の減少が著しい。②







（2）38 年 3 月以降の債務の増減では，銀行の債務の急増と転換金庫の債務の減少，その他
国の債務の急増，オランダ ･ アメリカ債務の増加が著しい。①転換債務の減少は 38 年 2 月
までの債務の増加額の減少であるから，それに対応した債権国の増加額の減少でもある。転
換金庫－アメリカ ･ イギリスなどの債権国の対非銀行長期債務の減少という対応関係にあ
る。②銀行債務の急増はその他国 ･ オランダの対銀行短期債務の急増と増加と，その他国 ･
アメリカ ･ イギリスの等の債権国の対非銀行短期債務の急増 ･ 増加という対応関係がみられ
る。38 年 3 月以降の債務の急増が以上のような対応関係にあり，40 年 9 月末の銀行の債務





　ドイツの外国債務は，1933 年 2 月末時点には 78 カ国の債権国と RM 建を含む 57 の通貨
建債務からなるが，この間の国の併合･統合そして新たに建国された国などがあり 1940 年 9




の債務総減少額 93.4 億 RM を通貨建別にみると，（1）$ 建債務の減少が 65.3 億 RM で総減
少額の 7 割強を占める。次いで，sfrs 建，hﬂ 建債務の減少が 13.0 億 RM，12.5 億 RM で，
総減少額のそれぞれ 13%，14% を占める。金￡を含む￡建債務の減少が 8.5 億 RM，ffrs 建
債務の減少が 5.4 億 RM でそれぞれ総減少額の 9%，6% を占める。前述してきたように債権
国別の債務減少額の各国の占める割合と比べると，通貨建別の減少額の割合が異なる大きな
理由の一つは，債権国が自国通貨建だけでなく他国通貨建の信用を供与していたからである。
その代表的事例はアメリカ以外の債権国が $ 建ないしアメリカを含む債権国が RM 建信用を
供与していたからである 3）。
　（2） 通貨建別の減少率をみると，$ 建債務と ffrs 建債務が 70% 台と極めて高く，sfrs 建，
fhl 建債務も 60% 台と高いのに対して，￡建，その他国の主要 5 カ国の通貨建の減少率は
30%－40% 台と高いとはいえない。他方，（3） RM 建債務は 1139 百万 RM 増加し，主要 5
カ国以外のその他国通貨の債務も 124 百万 RM 増加している。RM 建債務の増加率は 49%，
その他国の通貨建が 69% である。　
　通貨建別減少を短期 ･ 長期債務にみると，（1）長期債務では $ 建債務の減少が 29.6 億 RM
で，長期総債務減少の 63% を占め，sfrs 建，hﬂ建，￡建それに RM 建債務の減少が長期債
務減少額の 7%－9% を占める。（2）短期債務では，$ 建債務の減少が 25.7 億 RM で，RM 建




3）　この点の詳細については，加藤國彦「ナチス初期ドイツの外国債務の構成－ 1932年 2月末，1933年 2
月末」Faculty of Economics Wakayama University ,Working paper Series （2012.2.29.12 － 01） 参照。
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27.0 億 RM，商工業債務の減少額 23.8 億 RM，ライヒ･邦等を含むその他債務の減少額 14.5
億 RM で $ 建債務総減少額のそれぞれ 41%，36%，22% を占める。銀行の $ 建短期債務の減少，
商工業とその他債務者の $ 建長期債務の減少が顕著である。$ 建短期債務の減少はランブー
ル債務の減少，$ 建長期債務の減少はドル建債券の減少と関連している。（2）sfrs 建債務・







通 貨 建 （1）銀　　　行 （2）商　工　業 （3）そ　の　他 総　　　計 割　　　合
短  期 長  期 小  計 短  期 長  期 小  計 短  期 長  期 小  計 短  期 長  期 合  計 短  期 長  期 合  計
1933年
2月末
① RM 512 248 760 792 501 1293 103 164 267 1408 913 2320 16.6 8.9 12.4 
②＄ 2160 1029 3189 797 2523 3319 294 2258 2552 3251 5810 9060 38.4 56.6 48.4 
③￡ 535 38 573 358 451 809 72 615 687 964 1104 2069 11.4 10.8 11.1 
④ hﬂ 164 43 207 839 547 1386 89 266 355 1093 856 1949 12.9 8.3 10.4 
⑤ sfrs 396 90 486 601 572 1172 105 284 389 1101 946 2047 13.0 9.2 10.9 
⑥ ffrs 179 12 191 100 19 119 14 393 407 294 423 717 3.5 4.1 3.8 
⑦ 5通貨 42 1 42 107 8 114 26 193 219 175 201 376 2.1 2.0 2.0 
⑧他通貨 7 0 7 44 7 50 118 4 123 170 11 180 2.0 0.1 1.0 
合　　計 3995 1461 5457 3638 4626 8264 821 4177 4999 8454 10265 18719 100.0 100.0 100.0 
  RM 建率 12.8 17.0 13.9 21.8 10.8 15.7 12.6 3.9 5.3 16.6 8.9 12.4 
1934年
2月末
① RM 640 255 895 820 552 1372 106 199 305 1565 1006 2571 24.0 14.1 18.8 
②＄ 730 494 1224 432 1337 1769 296 1126 1422 1458 2957 4415 22.4 41.3 32.3 
③￡ 512 33 545 322 281 604 61 459 520 895 774 1668 13.7 10.8 12.2 
④ hﬂ 112 43 155 763 522 1285 70 263 332 945 828 1772 14.5 11.6 13.0 
⑤ sfrs 337 75 412 522 591 1113 99 284 383 958 950 1908 14.7 13.3 14.0 
⑥ ffrs 130 7 136 98 8 106 18 387 404 246 402 647 3.8 5.6 4.7 
⑦ 5通貨 38 1 39 97 6 104 63 144 207 198 151 349 3.0 2.1 2.6 
⑧他通貨 14 0 14 47 2 49 185 88 273 247 90 337 3.8 1.3 2.5 
合　　計 2512 907 3419 3102 3299 6401 897 2950 3847 6512 7156 13667 100.0 100.0 100.0 
  RM 建率 25.5 28.1 26.2 26.4 16.7 21.4 11.8 6.7 7.9 24.0 14.1 18.8 
1936年
2月末
① RM 1044 170 1214 773 483 1256 98 189 286 1915 842 2757 31.6 13.7 22.6 
②＄ 602 261 863 344 1034 1378 231 1051 1282 1177 2346 3522 19.4 38.3 28.9 
③￡ 469 68 537 278 233 510 66 427 493 813 727 1540 13.4 11.9 12.6 
④ hﬂ 149 48 197 461 468 930 85 264 349 696 780 1475 11.5 12.7 12.1 
⑤ sfrs 209 100 308 476 521 997 142 214 356 826 835 1661 13.6 13.6 13.6 
⑥ ffrs 126 6 132 57 24 80 18 387 405 201 417 617 3.3 6.8 5.1 
⑦ 5通貨 26 0 27 77 6 83 66 154 220 169 160 330 2.8 2.6 2.7 
⑧他通貨 76 0 76 51 2 53 137 18 155 264 20 284 4.4 0.3 2.3 
合　　計 2702 652 3354 2516 2771 5288 842 2703 3545 6060 6126 12187 100.0 100.0 100.0 
  RM 建率 38.7 26.0 36.2 30.7 17.4 23.8 11.6 7.0 8.1 31.6 13.7 22.6 
1938年
2月末
① RM 1044 184 1227 837 336 1173 173 95 268 2053 615 2668 43.0 12.6 27.6 
②＄ 347 272 620 283 846 1128 187 1006 1193 817 2124 2941 17.1 43.5 30.5 
③￡ 467 108 575 259 210 469 57 423 481 783 741 1525 16.4 15.2 15.8 
④ hﬂ 56 22 78 295 319 613 60 200 259 411 540 951 8.6 11.1 9.8 
⑤ sfrs 52 84 135 227 273 500 69 117 186 348 473 821 7.3 9.7 8.5 
⑥ ffrs 14 3 18 19 5 24 7 192 199 41 200 241 0.9 4.1 2.5 
⑦ 5通貨 26 26 52 63 6 69 55 138 193 144 170 314 3.0 3.5 3.3 
⑧他通貨 70 0 71 51 3 54 57 16 73 179 18 197 3.7 0.4 2.0 
合　　計 2077 699 2776 2033 1997 4030 665 2186 2851 4775 4882 9656 100.0 100.0 100.0 
  RM 建率 50.3 26.2 44.2 41.2 16.8 29.1 26.0 4.4 9.4 43.0 12.6 27.6 
1940年
9月末
① RM 1921 103 2024 872 261 1134 239 63 302 3032 427 3459 56.5 10.6 36.9 
②＄ 334 157 491 227 710 938 117 986 1104 678 1853 2532 12.6 46.2 27.0 
③￡ 345 10 356 185 142 327 41 495 536 571 648 1219 10.6 16.1 13.0 
④ hﬂ 68 9 77 233 172 405 40 177 216 341 358 698 6.4 8.9 7.4 
⑤ sfrs 63 33 96 205 221 426 78 152 229 345 405 751 6.4 10.1 8.0 
⑥ ffrs 3 0 3 5 3 8 8 161 168 16 164 179 0.3 4.1 1.9 
⑦ 5通貨 31 0 31 49 4 52 18 132 150 98 135 234 1.8 3.4 2.5 
⑧他通貨 26 2 27 114 12 126 143 8 151 282 22 304 5.3 0.5 3.2 
合　　計 2791 314 3104 1890 1525 3415 683 2174 2857 5364 4012 9375 100.0 100.0 100.0 







① RM 1408 －145 1264 80 －240 －160 136 －101 35 1624 －486 1139 115.4 －53.2 49.1 
②＄ －1826 －872 －2699 －569 －1812 －2382 －177 －1272 －1448 －2572 －3956 －6529 －79.1 －68.1 －72.1 
③￡ －190 －28 －218 －173 －309 －482 －31 －120 －151 －393 －457 －850 －40.8 －41.3 －41.1 
④ hﬂ －95 －35 －130 －607 －375 －982 －50 －89 －139 －752 －499 －1251 －68.8 －58.2 －64.2 
⑤ sfrs －333 －58 －391 －396 －350 －747 －27 －133 －160 －756 －541 －1297 －68.6 －57.2 －63.3 
⑥ ffrs －177 －12 －188 －95 －16 －111 －6 －232 －239 －278 －260 －538 －94.6 －61.4 －75.0 
⑦ 5通貨 －10 －1 －11 －58 －4 －62 －8 －61 －69 －77 －66 －142 －43.8 －32.7 －37.8 
⑧他通貨 18 2 20 70 5 75 24 4 28 113 11 124 66.6 100.0 68.6 
合　　計 －1205 －1148 －2353 －1748 －3101 －4849 －138 －2004 －2142 －3091 －6253 －9344 －36.6 －60.9 －49.9 
（出典）R2501/6755：Die Deutsche Auslandsverschuldung Ende Februar 1933. Q.Bl.147. R.Bl.154. R2501/6756：Auslandsverschuldung Ende Februar 1934.R.Bl.377.　 
　　　  R2501/6758：Die Deutsche Auslandsverschuldung Ende Februar 1936. R. R2501/6759：Die Deutsche Auslandsverschuldung Ende Februar 1938. R.  
　　　  Die Deutsche Auslandsverschuldung Ende September 1940. H. により作成。
（注） 表 2，表 8 の（注）参照。 ⑦ 5 通貨はスウェーデン，ベルギー，イタリア，チェコ，デンマーク，40 年の 5 通貨はチェコを除き，新たにノルウェーが加わる。⑧他通
貨はそれ以外の通貨で，33 年 2 月末 45 通貨，40 年 9 月末 47 通貨である。銀行にはライヒスバンク，転換金庫を含む。その他はライヒ，邦等を含むその他。増減は 33









　年別の推移をみると，（1）債務の減少は 33 年 3 月以降の 1 年間に最も顕著であったが，
そのうち $ 建債務の減少が 9 割以上を占め最も大きく減少している。とりわけ銀行の短期債
務，商工業の長期債務，その他の長期債務の減少が顕著であり，これらの減少額が $ 建の総
債務減少額の 8 割超を占めた。33 年以降の 2 年間の $ 建債務減少が極めて著しく，$ 建総減
少額の 8 割超がこの 2 年間に集中していた。減少の大きな要因は 33 年・34 年のドル切下げ
が大きな要因であった。￡建債務の減少も 33 年 3 月以降の 1 年間に大きく減少した。その
後も，$ 建債務の減少は継続するが，38 年 3 月以降 40 年 9 月にかけ $ 建，￡建債務が再び
大きく減少したが，それは 39 年 9 月以降の開戦と関連したものといえよう。（2）36 年 3 月
以降の 2 年間には，$ 建債務の減少以上に sfrs 建，hﬂ建債務の減少が顕著であり，とりわけ
sfrs 建債務の減少額は $ 建減少額を大きく上回り減少した。sfrs 建債務の減少は商工業の短
期 ･ 長期債務そして銀行の短期債務で著しく，fhl 建債務ではとりわけ商工業の短期債務の
減少が顕著であった。
　他方，（3）RM 建債務をみると，33 年 3 月以降 36 年 2 月末の 3 年間に銀行の RM 建短期
債務が増加し，38 年 3 月から 40 年 9 月末には長期債務が減少する中でとりわけ銀行の RM
建短期債務が著しく増加した。
7. 4　RM建債務の増加
　表 11 は，RM 建債務の増減を債権国・債務者別にみたものである。ナチス期に総債務が
減少する中で RM 建債務が 11.4 億 RM 増加し，RM 建率は初期の 10% 台から 40 年 9 月末に
37% まで上昇した。（1）債務者の RM 建債務をみると，商工業の RM 債務が減少している
のに対して，銀行や転換金庫の RM 建債務が増加している。とりわけその他債務者では，38
年 3 月以降の著しい増加から RM 建債務が 9.3 億 RM 増加した。（2）RM 建率はとりわけ銀
行とその他債務者の RM 建率は 60% 台まで上昇し，いずれも債務の 6 割以上が RM 建債務
であった。また商工業の債務においても RM 建債務が 1.6 億減少するが，他通貨建債務の減
少から RM 建率は 40 年 9 月末には 33% まで高まった。それに対してライヒ ･ 邦等の債務に
おける RM 建債務は多くはなく，RM 建率も 1%－2% と低い。（3）表 11 には示してはいな

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































増加が著しく，RM 建率も対銀行債務と比べて若干高く，28% に達する。しかし 38 年 3 月
以降に対銀行債務で RM 建債務が急増し，RM 建率も 53% と著しく高まった。
　債権国別の RM 建債務をみると，（1）RM 建債務が多いのは，オランダ債務の RM 建債
務が 33 年 2 月末の 649 百万 RM から 40 年 9 月末の 646 百万 RM で，スイス債務の RM 建
債務が同時期に 465 百万 RM から 438 百万 RM で，大きな増減はなく推移していたが，RM
建率は他通貨債務の減少からいずれも当初の 10% 台から 40 年 9 月末 30% 台と大きく上昇
している。（2）アメリカ債務，イギリス債務における RM 建債務は若干増加し，RM 建率も
40 年 9 月末には 10% 台まで高まる。フランス債務における RM 建債務の増減には大きな変
化はないが，他通貨主に ffrs 建債務の減少から RM 建率は初期の 10% 台から 30% 台に高まっ
た。とりわけ銀行，商工業の債務の RM 建率は 40 年 9 月末には 70%－90% 台まで著しく高
まる。（3）その他債権国をスウェーデン，ベルギー，デンマークなど「主要 5 カ国」と 5カ
国を除く「その他国」に分けてみることにする。「その他国」債務における RM 建債務が 38
年 2 月末まで増加しているのに対して，「5 カ国」の RM 建債務が 35 年 2 月末までは増加し
ているが，その後減少している。「5カ国」のRM建率が 40%台で推移しているのに対して，「そ
の他国」の RM 建率は 60% 台に高まる。「その他国」の RM 建債務の増加は転換金庫の RM
建債務の増加による。
　（4）38 年 3 月以降 RM 建債務が 791 百万 RM 急増した。（1）債権国ではとりわけその他
国なかでも主要「5 カ国」の 404 百万 RM，「その他国」の 291 百万 RM で著しい。いずれ
もその他債務での RM 建債務の増加である。（2）債務者では，「5 カ国」のその他債務者で
の増加が顕著であり，「その他国」ではその他債務者と銀行の増加が著しい。前述したよう
に 40 年 9 月末の転換金庫の債務が明示されていないが，｢ その他債務者 ｣ の債務に含まれ
ていると推測できよう。38 年 2 月末の転換金庫の主要な債務形態がロロ債務とその他債務
であり，その債権国が 5カ国を含むその他国，オランダ，アメリカであったことにも符合し
ているといえる。また 5 カ国を含むその他国の転換金庫には RM 建債務が多いことも留意
しておいてよい。
7. 5　RM建債務の債務形態
　表 12 は，RM 建債務を債務形態別に表示したものである。（1）ナチス初期の 33 年 2 月末
において RM 建債務が多いのは諸貸付，ロロ債務であり，これら債務が RM 建総債務の 6
割強を占める。それに対して，現金前貸，ランブール，引受 ･手形債務では RM 建債務は多
くはない。（2）38 年 2 月末までの RM 建債務の増減をみると，①ロロ債務で 523 百万 RM，
その他債務で 47 百万 RM，帳簿債務で 15 百万 RM 増加しているが，②他の債務形態では
RM 建債務が減少している。（3）RM 建率をみると，ほぼいずれの債務形態でも RM 建率は





債務者からの RM での支払いや精算勘定が含まれていたことを考慮すると，RM 建債務が多
い債務形態でもあったといえる。
表 12　各債務形態別の RM建債務
（残高） （増減） （百万 RM，％）





（1）短期 RM 建債務 458 533 835 989 996 984 75 302 154 7 －12 526 114.8 
（2）長期 RM 建債務 40 53 37 22 49 35 13 －16 －15 27 －14 －5 －12.5 
（3）対銀行 RM 建債務 183 253 503 479 447 419 70 250 －24 －32 －28 236 129.0 
（4）対非銀行 RM 建債務 315 334 369 531 574 602 19 35 162 43 28 287 91.1 
（5）RM 建自由債権 143 181 86 81 60 43 38 －95 －5 －21 －17 －100 －69.9 
（6）RM 建閉鎖債権 355 405 786 930 985 977 50 381 144 55 －8 622 175.2 
債務合計 702 823 1144 1363 1347 1184 121 321 219 －16 －163 482 68.7 
　① RM 建債務 498 587 872 1010 1045 1021 89 285 138 35 －24 523 105.0 




（1）対銀行 RM 建債務 315 302 265 282 202 214 －13 －37 17 －80 12 －101 －32.1 
　①短期 RM 建債務 201 190 160 168 120 163 －11 －30 8 －48 43 －38 －18.9 
　②長期 RM 建債務 113 112 105 113 82 51 －1 －7 8 －31 －31 －62 －54.9 
（2）対非銀行 RM 建債務 658 726 706 687 714 675 68 －20 －19 27 －39 17 2.6 
　①短期 RM 建債務 414 470 468 445 480 433 56 －2 －23 35 －47 19 4.6 
　②長期 RM 建債務 244 256 238 242 234 242 12 －18 4 －8 8 －2 －0.8 
債務合計 4388 3344 3200 3175 2554 2209 －1044 －144 －25 －621 －345 －2179 －49.7 
　① RM 建債務 973 1028 971 969 916 889 55 －57 －2 －53 －27 －84 －8.6 




（1）対銀行 RM 建債務 109 109 101 89 88 81 0 －8 －12 －1 －7 －28 －25.7 
　①短期 RM 建債務 11 3 6 4 6 55 －8 3 －2 2 49 44 400.0 
　②長期 RM 建債務 98 106 96 85 82 27 8 －10 －11 －3 －55 －71 －72.4 
（2）対非銀行 RM 建債務 230 295 275 261 240 228 65 －20 －14 －21 －12 －2 －0.9 
　①短期 RM 建債務 24 9 9 11 11 133 －15 0 2 0 122 109 454.2 
　②長期 RM 建債務 206 285 266 251 229 95 79 －19 －15 －22 －134 －111 －53.9 
債務合計 772 802 765 714 577 524 30 －37 －51 －137 －53 －248 －32.1 
　① RM 建債務 339 404 376 350 328 309 65 －28 －26 －22 －19 －30 －8.8 





（1）対非銀行 RM 建債務 207 206 212 205 230 222 －1 6 －7 25 －8 15 7.2 
　①短期 RM 建債務 201 199 207 200 228 218 －2 8 －7 28 －10 17 8.5 
　②長期 RM 建債務 6 8 5 5 3 5 2 －3 0 －2 2 －1 －16.7 
債務合計 934 834 828 585 553 554 －100 －6 －243 －32 1 －380 －40.7 
　① RM 建債務 207 206 212 205 230 222 －1 6 －7 25 －8 15 7.2 






　①短期 RM 建債務 51 110 103 82 61 54 59 －7 －21 －21 －7 3 5.9 
　②長期 RM 建債務 9 15 10 10 29 52 6 －5 0 19 23 43 477.8 
　③対銀行 RM 建債務 9 7 4 13 1 0 －2 －3 9 －12 －1 －9 －100.0 
　④対非銀行 RM 建債務 51 118 109 79 89 107 67 －9 －30 10 18 56 109.8 
債務合計 524 654 491 500 432 548 130 －163 9 －68 116 24 4.6 
　① RM 建債務 60 125 113 92 90 107 65 －12 －21 －2 17 47 78.3 
　② RM 建率 11.5 19.1 23.0 18.4 20.8 19.5 
債　
券
（1）長期債務 7673 5029 4582 4240 3778 3530 －2644 －447 －342 －462 －248 －4143 －54.0 
　① RM 建債務 191 169 144 114 107 106 －22 －25 －30 －7 －1 －85 －44.5 
債務合計 7901 5238 4810 4508 4002 3776 －2663 －428 －302 －506 －226 －4125 －52.2
　① RM 建債務 193 171 146 116 116 113 －22 －25 －30 0 －3 －80 －41.5 








（1）対銀行債務 7038 4610 4469 4117 3244 2654 －2428 －141 －352 －873 －590 －4384 －62.3 
　① RM 建債務 635 687 883 864 765 715 52 196 －19 －99 －50 80 12.6 
　② RM 建率 9.0 14.9 19.8 21.0 23.6 26.9 
（A）短期債務 5514 3624 3562 3247 2573 2179 －1890 －62 －315 －674 －394 －3335 －60.5 
　① RM 建債務 388 439 658 664 584 621 51 219 6 －80 37 233 60.1 
　② RM 建率 7.0 12.1 18.5 20.4 22.7 28.5 
（B）長期債務 1524 986 907 870 671 475 －538 －79 －37 －199 －196 －1049 －68.8 
　① RM 建債務 248 248 225 200 181 95 0 －23 －25 －19 －86 －153 －61.7 
　② RM 建率 16.3 25.2 24.8 23.0 27.0 20.0 
（2）対非銀行債務 11681 9057 8405 8070 7279 7002 －2624 －652 －335 －791 －277 －4679 －40.1 
　① RM 建債務 1685 1884 1833 1893 1967 1953 199 －51 60 74 －14 268 15.9 
　② RM 建率 14.4 20.8 21.8 23.5 27.0 27.9 
（A）短期債務 2940 2887 2873 2813 2555 2596 －53 －14 －60 －258 41 －344 －11.7 
　① RM 建債務 1020 1127 1157 1251 1333 1432 107 30 94 82 99 412 40.4 
　② RM 建率 34.7 39.0 40.3 44.5 52.2 55.2 
（B）長期債務 8740 6170 5532 5257 4725 4407 －2570 －638 －275 －532 －318 －4333 －49.6 
　① RM 建債務 665 757 676 642 635 520 92 －81 －34 －7 －115 －145 －21.8 
　② RM 建率 7.6 12.3 12.2 12.2 13.4 11.8 
総　　計 18719 13667 12874 12187 10523 9656 －5052 －793 －687 －1664 －867 －9063 －48.4 
　① RM 建債務 2320 2571 2716 2757 2732 2668 251 145 41 －25 －64 348 15.0 
　② RM 建率 12.4 18.8 21.1 22.6 26.0 27.6 
（出典）表 1の（出典）と同じ。それにより作成。







　（1）外国債務の支払に関しては短期債務にかかわる 31 年 9 月のバーゼル支払猶予協定，
32 年 3 月のドイツ信用協定とその後の更新，32 年 4 月の公的債務にかかわる信用協定が締
結されたが，信用協定締結等により支払が猶予された債務状況いわゆる信用状況を明らかに
することである。
　（2）ナチス期にドイツの外国債務は 50.5 億 RM と著しく減少しが，とりわけナチス政権
成立後直後の 33 年 3 月以降の 1 年間に外国債務の減少が極めて巨額であった。この債務の




















　第 3 に，転換金庫は債務者から支払われた RM 資金をトランスファーするために外貨建














Increases and Decreases of Germany’s Foreign Debt under Nazis, 1933-1940
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Abstract
The purpose of this paper is to analyze the actual conditions related to increases and 
decreases of the foreign debt of Germany under Nazis （1933-1940）, based on the 
unpublished sources of the Reichsbank （R2501）－ Bundesarchiv Berlin‐Lichterfelde, 
focusing on the factor of obligor, creditor country and debt form.
